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「互いに信頼 し支え合つて活動し、

楽 しく豊かな学級や学校生活をつくり出す子どもの育成」

岐阜市立加納小学校教諭  _上 出 尚 子

1 主 題設定の理由

′|学ヽ校新学習指導要領では、特別活動がよりよ

い生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的

な態度を育てる教育活動であることをよリー層明

確にするため、目標に 「人岡関係」の文言が加え

らねノた0ま た、こ才しまで中学校学習i旨導要領の周

標にあった 「由己を生かす能力」の育成が小学校

でも求められている。最近の子どもたちを見てい

ると、自己中心的な価値観をもつ子や自尊意識が

もてない子が少なくない。これらのことから、今

の学校教育に求められているのは、「よりよい人間

関係を築く力」や 「集団の中で自己を生かす能力」

の育成である.こ れは、小学校における集田活動

で、意図的 ・計画的な指導援助によってこそ育成

されるものであり、仲間とかかわることを通して、

互いを理解し、認め合い、磨き合い、高めていく

ことができ、集田の中で自己の能力を生かし、よ

りよい人間関係を築くことができる子がそだつの

ではないかと考えている。

本実践は、高学年 (5年 生)の 実践である。 5

年生の児童の発達的な特質を踏まえると、中学年

までの経験を生かして、自分たちで決めた集団の

活動日標を大切にし、常に実践活動を振り返り、

改善しながら目標を達成しようとする感情 ・意志

が強くなる。学級全体としてまとまった活動がで

きるようになるとともに、日標を達成するために、

互いに信頼し、支え合って活動することを強く求

めるようになる。

また、集団としての実践や自分の言動について

振り返り、改善するなど、よりよい生活を築こう

とする意欲が高まってくる。

そこで、学級や学年全員で大きな行事に取り組

んだり、児童会活動の運営に参加したりして、自

分の役割や責任などについての自党を深めていく

芝、要がある。また、年間を通して、よりよい学級

や学校生活の実現を目指して、身近な問題に日を

向け、改善していくことが、信頼し支え合って活

動する姿につながると考えた。

以上をふまえて、本研究主題を設定し、研究を

すすめることにしたち

2 願 う児童の姿

研究実践

5年 生 σガ  特 鞍 駒疑斑財を別 退 ろブy

傷密 ι,活動ノ/_~か″5寅 摩

5年生では、4年 生までの仲間と協力し、楽し

い学級生活をつくりだした経験を基に、新しい学

級の仲岡や学年の仲門、さらには6年 生を中心に

した異年齢の伸岡とも協力し合って、自分が所属

する集団のよりよい生活をつくりだした喜びを味

わってほしいと願っている。このような姿を育て

ていくために、6年 生に協力しながら全校を支え

る活動を進めていく意義を理解したり、その活動

を通しての満足感や充実感を味わったりするとと

【願う児童の姿】

学級や学校生活を楽しく豊かにするための

願いを出し合い、互いに信頼し支え合って活動

する中で、活動の内容や方法が分かり、よりよ

い学級や学校生活をつくりだす子

3 研 究内容

(1)指 導構想の在り方

①児童理解の内容と方法の明確化

②指導計画の工夫

(2)指 導方法及びみとどけの視点と指導 ・援

助の在り方

①指導方法の工夫

②みとどけの視点の明確化と指導・援助の

具体化
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もに、段階的に、学級から学年、企校へと視野を

広めながら自分達の力で活動を成立させていく積

み重ねが老、要であると考えている。

4月 、 5年 生初めての行事である遠足では、金

華111登1上|や学級集会の成功を喜び、仲間を思いや

ること、支え合って活allすること、最後まで洗,き

らめず取 り組むこと大切さを実感 した。その経験

と、約 1カ 月の学級生活の振 り返 りを基に、学級

の目指す姿について話 し合った。そ して、「仲間を

思いや り 支 え合って協力 し 自 分から進んで取

り組み 責 任を果たして 最 後まで全員でや りき

る5-2」 とい う学級 目標をつくった。この目標

の達成に向けて、日常の生活や係活動、委員会活

動などに取 り組んできた.

本議題は、 1学 期もあと4週 間となる時期に、

議題ポス ト (3年 生以上の各学級に設置されてい

るポス トで、学級や学校の問題を見付け、話 し合

いたいことを書いて入れることができる箱)で 収

集 した問題を取 り上げたものである。それ らを計

画委員会 (司会者グループと学級委員で構成)で

選定 し、学級 目標の達成とい う視点から議題化さ

れたものである.

<議 題ポス ト>    <議 題ポス トカー ド>

議題ポス トカー ド (例)

月 日  提 案者  OO ①

〇

提案したいこと

そのわけ

本時では、まず、日常の生活や係活動、委員会

活動などにおける自分たちの姿を振 り返る。そし

て、具体的にどんな姿が学級目標のどの部分の達

成につながっているのかを確かめたい。

さらに、重点をかけてよりよくしていきたい姿

を明らかにし、改善策を決定していく。そして、

1学期残 り4週 間の取り組みを通して、 1学 期の

学級日標の達成を実感 し、その達成感が2学期の

「運動会」や学年行事である 「野外学習」の取1組

への原動力となるようにしていきたいと考えた。

(1)指 導構想の在り方

①児童理解の内容と方法の明確化

児童の実態を行動観察や調査などから把握し、

累積する、それを実践力を構成する3要素 「感特 ・

意志」「思考力 ・判断力」「知1識・技能」から要因

を分析し、一人一人に応じるための手立てを明ら

かにしていった、

今回の話合い活動では、以下のような内容と方

法で児童理解を行ったハ

○児童とともに議題ポス トや対話、行動観察、朝

の会や終わりの会のお知らせなどから情報を

収集し、集約 した。

<議 題ポス トの内容から>

・給食の配膳時間が遅れることがあり、委員会の

活動に遅ねノる、昼休みの時間が短くなり困る。
・授業で同じ人ばかり挙手している。
・みんなが楽しく遊べる学級遊びがあるとよい。
・調べ学習の新聞を書きたいが、書いたらみんな

に配ってもよいか。
・席替えをしたらどうか 。 ・・.

<対 話から>

・タイマーで測つて配賠をすると速くできた。

・給食を残す人がいて、片付ける時に時間がかか

ってしまう。
・自分が発表するのは楽しい。みんなノー トに考

えを書けているから、t)つとみんなの意見も知

りたい。

,給食の配購の時、委員会の仕事や係の仕事で相

談をしていて、立ち歩いている人がいると、速

く西己丹善しにくい今
・授業や移動教室では、時間を守れている。・・・

<お 矢母らせから>

給食の後、ス トローのゴミが落ちて上 るので、

しっか り自分で確認をして捨てましょうィ)

掃除の時、机の横に習字道具や図書館の本がか

かつている人がいるので、自分のロッカーに入

才しましょう。 (教室掃除から)

工作係で使いたいので牛乳パ ックを集めたい。

しつか り洗ってほしい。 (工作係から)・ ・・

収集した内容について、児童のどのような姿に

現オ1夕ているのかを児童とともに調べてみた。す

ると、以下のような生活実態が見られた。
・朝の会や終わりの会、授業では、日直の呼びか
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けで、自分たちで時間通 りに始められている。
・給食の準備中は、委員会や係の活動で立ち歩い

ている児童がいる。また、数名の児童は、仕事

がなくても立って話している。
・休み時間は、男女関係なく誘い合ってナッカー

をしている児童もいるが、いつも決まったグル

―プばか りで遊んでいる児童もいる。
・給食後、床にス ト由―が、 2, 3

木落ちている。
・自分の机の様に、

ている。また、ロ

いる児童がいる。

・委員会の仕事は、5年生同士で声をかけ合いな

がら、忘ね夕ずに】舌動している。分からないこと

があると、すぐに6年 生に聞いて確かめる児童

もいるが、そのままにしてしまう児童もいる。

収集 した情報の内容は多岐にわたる。そこで、

計画委員会 (学級委員と司会者グループの7人 )

で内容の検言寸を行い、議題を選定した。ここでは、

「適切な議題の条件」として以下のような点を検

討→
~る

必要があると考えている。

<教 師狽1の理解>

・学級生活に直接結び付く問題であるか。
・学級全員の 「共同の問題どであるか。
・子どt)の自治的活動の範囲内であるか。
・子ども自らの手で、具体的に解決の方向を見

出しうる問題であるか。

習字道具や裁縫道具などかけ

ッカーの上に、荷物を置いて

子意識が低くなっているととらえた。さらに、そ

れらを改善したいと願いながら、どのように取り

組むとよいか考えが浮かんでいないことも分かつ

たっ検討した結果、個別に返事をして解決する、

先生にお願いする、第6回 の議題とするt)のに内

容を分別した。そこで、 下線の内容については、

それぞれで話し合うよりも、学級目標に照らし合

わせて、言舌合うとよいと半」断し、議題を 「学級目

標の達成を振り返ろう」に決定した。

なお、話合い活動における議題の種類は、大き

く以下の6つ に分けられる。

A 学 級の糸鳳織に関するもの

(必要な係の新設、係の整理 ・統合など)

B 学 級会活動の計画に関するもの

(学級集会の計画、係活動の計画など)

C 学 級内の約束や相互援助に関するもの

(学級内の約束、全員への相談など)

D 児 童会活動に関するもの

(代表委員の選出、代表委員からの要請)

E 学 校行事への参加に関するもの

(運動会の応援、遠足の自由時間など)

I「 そ の他学級生活の充実、発展に関するもの

②指導計画の工夫

児童理解から見えてきたこれまでの指導上の課

題を解決するために、題材を通して身に付けさせ

たい力を明確にする。そして、改善の方向を決め

た指導内容の重点化を図り、指導計画を作成した。

<子 どもとの共通理解>

・学級や学校生活をよくする問題か。

・全員が話 し合いに参加できる問題か。

。自分たちで解決できる問題か。
。今、言舌じ合 うとよい問題か。

・実行できる問題か。

・工夫できそ うな問題か。

児童の内的な要因を考えてみると、5年生にな

って始まった全校にかかわる委員会の仕事に責任

をもつて取り組丈)うとしている。しかし、委員会

の仕事のための活動時間が増え、意識が委員会活

動に向いており、こねノまでできていた学級の目標

に対する意識が低下している、学級の仲間への相

<図 1>児 童理解から本時に至るまでの流れ

※児 童 理解 か ら本 時 に 至 る ま での 流

れ
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要 因 分 析

|!||||
改 善 の方 向 の具 体化

指 導 内 容 の重 点 化

本田寺
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<図 2>精 導構想図

【事前 日本時 ・事後の指導構想】

<児 童の実態>

○学級をより楽 しく豊かにしたいという願
いをもつている。

△よりよい学級や学校生活の実現を日指 し

て、身近な問題点に目を向け、改善してい

こうとする姿が育ちつつある。

点化し議題を決定する。

、アレ,キIfB H'■ 岩よ         |… 十~~… Ⅲ■
―       ド i

鞘冒を控ユ
し爺摯すると抽出ま理‖i財主主iとi!

7月 中旬 学 級活動
「1学期を振り返り、宝物を見付けよう」

学級日標の達成に向けて、生活を見直し、改善

していくことが、楽しく豊かな学級の生活につな

がつたことを1学期の宝物とすることができる。

6/19学級活動 r学級目標の達成を
振り返ろうュ

学級目標を基に、自分たちの生活を見直

し、改善点を生かした取組を決める。

i組 を価値付ける。  !―

lγ卦選里鉾釜題確定!|'力6席りあ会  |.ギ■! F,円女真= 瞬即ノ座た | :警
甲キ母季球中イユ母季?,!丼

‐|lf卜ヽ1 議 題の条件を基に、問題を点 1 1!

!6/7～11 議題となる内容の収集       t
1誘 題ポス トなどか ら願いや問題の収集を行 う。 ii

4/28学級活動 「学級目標を決めよう」

遠足の取組、生活の姿から、願いをもち、学級 円標を決めるこ

ンがでまた

4/26学級活動 「遠足の振り返り」

最後までやりきった自分たちの姿に達成感をもった。

i改 善策を基にした取 :

6/14道徳主題名 :希望 '勇気 ・努力

資 料 :キャプテン

目標に向かって希望をt)ち、努力し

ていこうとする態度を養う。

1 6/17 30分 体み |

i司 会者     |
!グ ループヘの  i

!事 前指導    |

<願 う児童の姿>
・学級や学校生活をより楽しく豊かにしようと

取り細六フでいる。
・身近な問題点に目を向け、改善していこうと

する。
・よりよい学級や学校の生活をめざして活動し

ていくよさがわかつてい

特に学級活動においては、要因分析を基にして、

指導内容の重点化を図 り、授業に臨んでいる。こ

れは、多くの要因の中で、何をこそ 1時 FP5かけて

指導すべき内容かを明確にするためである。そし

て、この指導内容を確実に身に付けさせるために、

指導内容以外の要因の多くについては事前に解決

しておく必要がある。そのために、短い学級活動

の時間などを活用 して本時に臨んだ。

また、道徳の時間との関連も図 り、年間の子旨導

計画の中で、本時にかかわる上記のような資料

と内容項 目の授業を事前に行っている。

さらに、学級活動での話合いで決定 した改善策

について、自主的7舌動がどのようにイ子わね′たか、

どのように自治的活動を進展させたか、生活の充

実や向上につながったかをみとどけ、価値付ける

事後の指導も大切にしている。身近な問題に目を

向け改善 していくよさを感 じた り、話 し合って決

めた改善策で、自分たちの生活を向上させること

ができるよさを実感 した りしていくことが、楽 し

く豊かな学校や学級生活をつくりだす喜びへ と

つながっていくと考えるからである。

(2)指 導方法及びみとどけの視点と指導 口援

助の在り方

①指導方法の工夫

・議4RS(題材)決 定までの手順の明確化

・子 どもの主体的な活動の位置付け

,意図性のある資料の活用

・教師の指導 ・援助の場の位置付け

・学習過程 ・学習形態の工夫

・自他の考えを交流する場の位置付け

本時の展開突は、次頁のとお りである。本時

「学習過程 ・学習形態の工夫」として、少人数

(4人 )に よる話合いの場を位置付けた。学習

活動 4の 話合いで出た意見をまとめ、改善案を

考えていく段階で位置付けたことで、一人一人

が具体的な内容で考えを出し合い、身近な問題

を自分たち自身のものとしてとらえ、改善 して

いこうとする意欲や姿につながったと考えて

いる。

- 4 -



本時の目標
学級 目標を基に、 4月 からの自分たちの生活を振 り返 り、成果をとらえるとともに、改善策を生か した残 り

4週 間の学級全体での取組を決めることができる。
評価規準

学級 日標の達成 とい う願いを基に、 自分たちの生活を振 り返 り、成果 と課題を明 らかに している。
(思考 ・判断)

本時の展開

段階 主 な 学 習 活 動 みとどけと指導 ・援助

つ
か

む

５
分

話

し
合

う

３５
分

ま

と

め

る

５
分

話合いの議題 と提案内容を聞 く。
<議  題 >「 学級 目標の達成を振 り返ろう

<提 案理由>
1学期もあと約 4週 間となりました。 21学期は、運動会や野外

学習など学年の大きな行事があります。婦!高の姿で 1学期を終わ
れるように、議題ポス トで集めた内容から)、これまでの生活を見
直 し、学級 日標をもとに、成果 と課題を出し合いましょう。そし
て、4週 間で改善したい内容と取純を決めましょう。

学級 目標を基に、自分たちの生活を振 り返 り、成果 と課題につい
て話 し合 う。

あいさつで授業の始めと終わ りのあいさつは、はきはきできている。
普段のあいさつも大きな声でできているか ら宝物 とな りそ うだ。
係や委員会の仕事を覚えて、 6年 生 といっしょに取 り組んでいる。
「責任を果た して」ができている。

時間で、周 りをよく見て声をかけている。 「支え合って協力」がで

きている。給食や 5時 間 目の始ま りが時々守れていないので守 りた
い。 「最後まで全員でJ、につながる取組を したい。
時間を守ることは、これか らもいろいろな行事があるか ら、とても
大切だ。

一人でも守れないと達成できないから、みんなで協力 して

達成できるように したい。
「自分か ら進んで」ができていない。声をかけらね″て気付いた り、
並ぶのに遅ねノた りすることがあるか ら、自分から進んで行動 したい。
運動会や野外学習でも、みんなで行動することが多 くなるから、進
んで行動できるようにな りたい。

話合いで出た成果 と課題 を確かめる。

少人数 グループで課題についての改善案 と取組 を考え、決定する。

教師の話を聞 く。

◇本時、何を話し合うかが明確
になっているか。

(つぶやき ,表情)
・司会者グループが進め、取組
期間を確かめ、見通しがもて
るようにギ

~る
。

◇これまでの生活を具体的に振
り返りながら、成果や課題に
ついて考えているか。

(つぶやき '5こ言内容)
,これまでの生活を具体的に振
り返つて考えている姿を価値
付ける。

。これまでの生活や行事に関す
る掲示資料を基に、振 り返る
とよいことを助言する。

◇改善したい内容と取組を考え
ているか。  (挙 手 ・発言)

・取組のよさに目を向け、取組
内容と方法を具体化できるよ

うにする。

l①学級目標の達成に向けて、自分たちの姿を 具体的に振り返り、改起
| めることができたことを価値付ける。
l②主体的な話合いにつながった司会者グループの進め方の様子を価値
l③活動の見通しについて話し、取細への意欲付けをする。

手していきたい内容 と取組を決

イ寸ける。

板書計画
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く図 3>実 際の授業の様子 ○宿題ノー トやブリ ン ト、配 り物がある時に、言

われる前に気付いて、進んで配つている.

△配 り物がある時に、人任せにして しまう。

△時計を見て、行動できる時とできていない時が

ある。

「最後まで 合 昌でや りまる1

○遠足で、みんなで励ましたり、声をかけ合った

りして、最後まで歩ききった。

○係と委員会の活動が重なっても、その場にいる

人で活動を進めて、計画通りに行えるようにな

つてきた。

○時間を守って、時間を生み出している。

△給食の画醐善時間が、しゃべっている人がいて遅

くなることがある。

△時間が守れる時と守れない時がある。

実際の話合いで出た成果と課題、改善案ほ以下

の通 りであつた。

<成 果① ・課題△>

「仲間を思いや り 支 え合って協力J

O困 っている時に声をかけることができる。

○誰とでも誘い合って遊べている。

○目を見て話を聞いた り、発表の後に反応ができ

ている。

△気付いて声をかけたり、応えた りする人が全員

ではない。

△反応の声が大きい時や小さい時があり、人任せ

にしてしまう時がある。

「自分 か ら誰 ん で  青 作 力果 たす |

○任せられた在士事をや りきっている(委員会や係)

①分からないことがあると、自分で聞いて確かめ

ている。

①授業でたくさん拳手している。

後日、司会者グルー

プがまとめた3つ の改

善案を提案し、全員で

取り組んだ。右のよう

なグラフやタイマーを

用いて声をかけ合い、毎日決めた時間内に給食配

勝が行えるようになった。

<少 人数グループで話合った改善案>

<図 4>実 際の板書

<改 善したい内容>

「時間を守る」

人まかせにせず、全員でや りきることを意

識して、特に給食の配膳時間の短縮を目指 し

て取り組みをすることになった。

・時計を見て、声をかける

。時計を見て、老、ず声をかけ合 う

。次の授業の用意をして、行動する

。一人一人が時間を見る

。ス トップウオッチで計る

。グラフを使つて、毎 日記録をする

。一人一
人がてきぱきと動く
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②みとどけの視点の明確化と指導 コ援助の具体化
一人一人が、「どのような願いや考え」をも

ち、それを 「どのような方法」で 「どのように

追究、解決、実現」し、その結果 「どのような

実践策」を生み出したかなど、自らの力で解決

していく過程におけるみとどけの視点を評価

基準から明確にし、一人一人の学習の成立を図

る指導 ・援助を具体化している。

特に以下のような指導 ・援助を試みている。

・願いや考えを明確にする

・よさや問題点に気付かせる

。より高い価値に気付かせる

。白他の立場や気持ちをとらえさせる

|    十      三

〇価値付け

'榔 手意識の高まりが広めらねノるように、

ね らいにかかわる考えや姿を価値付け

る。

○方向付け ・助言

・司会者グループの事前指導において話合

いを焦点化できるように、進め方を助言
‐
l~る.

①意図的指名
・ねらいに迫るために、仲間の立場や気1持

ちに気付いている児童を指名する。

①問いかけ `脚1い返 し

,お 互いの思いや願いに気付けるように、

問いかけ '問い返 しをする。

①提示物 ・資料

・活動経験等を想起 し、自分の考えの根拠

となるように、累積掲示や資料等を提示

ギ
~る

.

本時は、児童の組織を通 して主体的に運営さ

れる話合い活動である。主体的な話合いを行 う

ために事前の司会者 グループヘの方向付けと

助言を行った。事前指導では、意見の取 り上げ

方や板書計画、取組のよさに着 目した話合いの

進め方を助言した。また、授業の終末では、そ

のような進め方が話合いを活性化 させ、より学

級 目標を意識 した話合いにつながったことを

IFち値付けたっ

今回は、学級目標を基に、生活の改善を行つ

た。3週 間後の 「一学期の宝物を見付けよう」

の話合いでは、全員で最後までやりきることで、

配膳時間が短縮でき、時間を生み出せるように

なったことを含めた事実を、子どもたち由身が

宝物として実感 し、達成感を味わった。また、

その宝物を2学 期の運動会や野外学習に生か

したいという願いをもつことができた。

4 成 果と課題
・児童理解の内容と方法を明確にし、道徳の時間

や短学活の時間との関連を図つた事前 。本時 ・

事後の指導構想を立て、指導に生かしたことが、

児童が身近な問題に目を向け改善していこう

とする実践力に有効に働いたぃ
。児童理解をもとにした指導方法及び、指導 ・援

助を具体化したことで、児童が学級目標を目指

して、互いに支え合って活動し、楽しく豊かな

学級や学校生活を生み出すとい う実感をもつ

ことができるようになってきた。
・今後は、児童が自分たちの姿を客観的に振り返

ることができる効果的な調査活動や提示資料

の在り方を検討していきたい。

<図 5>児 童が書いた学級活動の計画表
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